



第 63 巻 第 4号
論 説
瑕疵ある物を給付した売主の追完義務の射程（一）
ドイツ法および消費用動産売買指令を手掛かりとして 原 田 剛 ( 1 )
不法行為法における遅延損害金の算定と「賠償範囲」
複利の可能性・訴えが遅れた場合の規律を含めた
イングランド法研究 大 西 邦 弘 ( 35 )
ハンガリーの軍事介入参加（1968）
カーダール・ヤーノシュと「プラハの春｣ 荻 野 晃 ( 81 )
マクナマラの核戦略論と ABM制限条約の論理
「理性」と「狂気」の狭間で 中 西 哲 也 ( 137 )
診療上の過失…医師なら予見し回避すべき身体被害の危険 石 川  俊大 場 めぐみ ( 1 )
少数派株主保護の法理
抑圧および不公正な侵害行為の救済制度と
株主代表訴訟制度による救済 (三・完) 森 江 由美子 ( 51 )
医師の患者又はその遺族に対する顛末報告義務 阪 上 武 仁 ( 95 )
研究ノート
注釈・フランス家族法（８) 田 中 通 裕 (133 )
判 例 研 究
株式会社の取締役が, 競業会社に移籍するに当たり, 部下である従業員を勧誘し,
競業会社に移籍させた場合, 取締役の不法行為責任が肯定され,
競業会社の不法行為責任が否定された事例 田 中 庸 介 ( 205 )
濫用的会社分割において法人格否認の法理の適用が否定され
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